
赤ちゃん連れ去り防止システムがスタートします 

 当センターでは、妊産婦さんが赤ちゃんを安心して出産、育児をし

ていただけるよう日々取り組んでいます。 

各病棟の非常口には警報装置をとりつけ、各病棟の入り口に電子錠

を設置する等の安全策をとっております。今回さらに安全性を高める

ために６月より母性棟で赤ちゃん連れ去り防止システムを稼動しま

す。これは、ICタグを赤ちゃんにつけて連れ去りを防止するシステム

です。これまでにも、鳥取や仙台では入院中の赤ちゃんが連れ去られ

たという報道を目にしたことがあると思います。幸い当センターでは

開院以来２７年間、そのような事件は発生していません。今後も、そ

のようなことが決しておこらないよう、より安全性を高めるために赤

ちゃん連れ去り防止システムを設置しました。 

どのようなものかを紹介します。 

・赤ちゃんが出生したら、赤ちゃんにICタグをつけます。 

・ICタグをつけた赤ちゃんが定められた手順を踏まずに警報チェック

ポイント（トリガー）を通過した場合、警報器が鳴ります。 

・トリガーは母性棟、分娩部の出入り口に複数設置されています。 

・赤ちゃんが手順を踏まずにトリガーを通過した場合、警報器は４色

点灯が点滅し、警報音が作動します。 

・そして、どの出口から誰の赤ちゃんが連れ出されたのかが、各部署

の専用端末に表示されます。 

この、ICタグは、2.5センチの大きさです。防水性で、赤ちゃんにつ

けたまま沐浴もできます。電磁波は携帯電話の10万分の１で赤ちゃん

にも安全に設計されています。退院ま

で身につけていただき、赤ちゃんを守

ります。今後とも、病院全体で赤ちゃ

んの安全に意識を高め、赤ちゃんとお

母さんが安心して入院生活が送れるよ

う取り組みを続けます。 

 

 

 

 

（母性西棟 早川典枝・宮川祐三子） 
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母子医療センタ−にとって、母と

子の健康をサポートすることはもち

ろん、育児を応援することは重要な

使命の一つです。生命の芽生え、人

生のはじまり、新たな家庭のはじま

りに関わり、家族が素晴らしいス

タートをきるお手伝いをさせていた

だくことは、我々にとって大きな喜

びであると同時にとても責任の問わ

れることでもあります。 

残念ながら、元気であっても、幸

せな生活、将来が約束される訳では

ありません。様々なサポートの下、

親として社会として、無力な幼子を

あらゆるものから守り育てていかね

ばなりません。そして思いやりのあ

る優しい人になって欲しいですよ

ね。 

私たちに何ができるでしょうか？

どんな環境を提供してあげたいで

しょうか？もちろん、お母さんに愛

され、お父さんに愛され、家族に見

守られ、健やかに成長する事ですよ

ね。 

思い浮かべて下さい。皆さんが赤

ちゃんのころからやり直すとした

ら、なにを希望しますか？どんな光

景を思い浮かべますか？おっぱいを

のんでいる自分、お母さんの微笑ん

だ 顔、嬉 し そ う な お 父 さ ん の

顔・・・。たくさんおっぱいを飲ん

で、たくさん抱っこされ、みんなに

愛おしまれ、愛情たっぷりに育てて

欲しいですよね？ 

 自分達がどんな赤ちゃん時代で

あったかはさておき、私たちの関

わっている赤ちゃん達、これから生

まれてくる赤ちゃん達には、そんな

赤ちゃん時代を過ごさせてあげたい

ですね。 

もちろん、様々な事情で、このよ

うな理想的な母と子の時間を過ごせ

ない事もあります。そういう母と子

が集まる病院でもあります。どのよ

うな場合でも、私たちには、いろん

な努力や工夫や思いやりでできるサ

ポートがあるはずですし、実際いろ

んな取り組みが行われています。 

 薬剤部では、妊娠中に飲用してい

る薬と母乳の関係を出生前に調べ、

情報提供したり、助産師外来では、

妊娠生活のサポートや出産時の希望

をお母さんと計画したり、母性棟で

は、搾乳を 介助し NICU に届 けた

り・・・、いずれもスタッフの母乳

育児支援への想いから始まった活動

です。 

 このたび、「赤ちゃんにやさしい

母乳育児支援推進委員会」を発足す

る事になりました。 

 母子医療センターで働く全ての職

員は母乳育児支援に関わる事ができ

ます。妊婦、授乳婦、子ども達への

あたたかい眼差し、声かけ、思いや

り・・・。 

 これまで以上に健康的な妊娠生活

を過ごし、お母さんや家族がさらに

満足できるようなお産をしていただ

けるよう、病院中で支援していきた

いと思います。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

（新生児科 白石 淳） 
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仕事紹介
しごとしょうかい

「臨床心理士
りんしょうしんりし

」 

臨床心理士
りんしょうしんりし

とは？ 

 「“臨床心理士
りんしょうしんりし

”は聞
き

いたことがない

けれど、“スクール･カウンセラー”な

ら知
し

ってる！」という人
ひと

も多
おお

いかもしれ

ません。 私
わたし

たち臨床心理士
りんしょうしんりし

は、学校
がっこう

（スクール・カウンセラー）以外
い が い

にも

病 院
びょういん

や会社
かいしゃ

、福祉関係
ふくしかんけい

などいろいろな

職場
しょくば

にいます。そして、子
こ

どもや大人
お と な

の

『こころ』に関
かん

する仕事
し ご と

をしています。 

 では、母子医療
ぼ し い り ょ う

センターの臨床心理士
りんしょうしんりし

はどんな仕事
し ご と

をしているのでしょうか？ 

 

母子医療
ぼ し い り ょ う

センターでの仕事
し ご と

 

その１  

 人
ひと

は生
う

まれた後
あと

、少
すこ

しずつ成 長
せいちょう

し、

変化
へ ん か

していきます。「どんなことが出来
で き

るようになったかな？」「何
なに

が得意
と く い

で、

何
なん

が得意
と く い

でないかな？」ということを知
し

るための検査
け ん さ

をします。積木
つ み き

やパズル、

クイズのような検査
け ん さ

です。そして結果
け っ か

を

もとに、子
こ

どもの 力
ちから

を伸
の

ばすためには

どうすればいいかを、お医者
い し ゃ

さんやお母
かあ

さんお父
とう

さんと話
はな

し合
あ

います。 

 

その２  

 子
こ

どもにも悩
なや

みや心配事
しんぱいごと

はあります。

気持
き も

ちが落
お

ちこんだり、イライラするこ

ともあります。その理由
り ゆ う

が自分
じ ぶ ん

でわから

ない時
とき

や、わかっていても解決
かいけつ

できない

時
とき

だってあります。そんな時
とき

に、一緒
いっしょ

に

話
はなし

をしたり、絵
え

を描
えが

いたり、遊
あそ

んだり

して、子
こ

どものこころをわかろうとする

のも、 私
わたし

たちの仕事
し ご と

です。心理相談室
しんりそうだんしつ

には子
こ

どもが気持
き も ち

ちを出
だ

しやすいよう

に、おもちゃがたくさん置
お

いてありま

す。 

 

その３  

 母子医療
ぼ し い り ょ う

センターにはさまざまな病気
びょうき

をもつ子
こ

どもが治療
ちりょう

に通
かよ

っています。「

手 術
しゅじゅつ

や入 院
にゅういん

が怖
こわ

い」「病気
びょうき

のせいでみ

んなと同
おな

じことができない」「家族
か ぞ く

に

迷惑
めいわく

かけてる」「 将 来
しょうらい

がなんとなく

不安
ふ あ ん

」･･･ 誰
だれ

にも言
い

えずに 考
かんが

えている

子
こ

どもがたくさんいます。そういう子
こ

ど

もたちの 話
はなし

を聞
き

くことも大事
だ い じ

な仕事
し ご と

で

す。そして、病 院
びょういん

スタッフやお母
かあ

さん

お父
とう

さん、学校
がっこう

などと 協 力
きょうりょく

して、子
こ

ど

もが自分
じ ぶ ん

らしく生
い

きられるように支
ささ

えて

行
い

きます。 

 

最後
さ い ご

に･･･ 

 『こころ』は見
み

えません。だから、

本当
ほんとう

に子
こ

どもの役
やく

に立
た

っているのかどう

か、わからなくなる時
とき

もあります。なか

なか 難
むつか

しい仕事
し ご と

です。でも、のびのび

としたその子
こ

らしい 姿
すがた

に出会
で あ

えた時
とき

に

は、本当
ほんとう

にうれしく感
かん

じます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（発達小児科 臨床心理士 村田雅子） 
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外来案内図   
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薬局の改修をしました。 

５月の連休明けに、薬局がリニューアルオープンしました。これまでの薬局

は、たくさんのお薬や機械で手狭だったので、待ち会いロビーの一部をいた

だいて拡張工事をしました。色調は“母と子の愛情”をイメージし、全体的

に淡いピンク色でまとめています。 

また、オープンカウンターを設置し、薬剤師が患者さんやご家族に対して、

これまでより身近にお薬の説明ができるようになりました。カウンター内の

スペースも広めに取っているので、経腸栄養剤などを載せた台車を置くこと

ができる為、患者さんにスムーズにお渡しできています。 

出来上がったお薬の番号を表示するモニターがまだ取り付けられていないの

で、皆さんには大変ご迷惑をお掛けしています。もうしばらくご辛抱いただ

きますようお願いいたします。 

お薬についてのご相談がありましたら、いつでもお声をお掛け下さい。丁寧

に対応させていただきます。            （薬局長 室井 政子） 

お薬の番号 

クイズ 
 さて、右の写真は

どこかわかるかな？ 

 なんだか、楽しそ

うなものがあるね。 



がんばり屋さん         検査科 藤田 佳世 

 私は、検査室で皆さんの血液や尿

の検査、心電図や脳波、エコーなど

をする臨床検査技師という仕事をし

ています。この4月から母子センター

で働きだしたのでまだ分からないこ

とばかりですが、まわりの人達に助

けられながら、毎日がんばっていま

す。私がなぜ、母子センターで働こ

うと思ったかというと、私も実は、

幼い頃皆さんと同じように母子セン

ターでお世話になっていたからで

す。私は小さい頃から体が弱くてよ

く病院にかよっていました。今も薬

を飲みながら生活しています。私は

小さい時、病院が嫌いでした。なぜ

なら痛い注射や検査をしなければな

らなかったからです。しかし、ある

時、検査をしなければ体がよくなら

ないということに気がつきました。

検査をすることで今、自分の体がど

んな状態なのか？どこが悪いのか？

を知ることができ、どんな薬を飲ん

だらいいか？どんな治療・手術をし

たらいいか？が分かるのです。それ

に気付いてから私は、つらい検査も

がんばろうと思うようになりまし

た。 

 つらかったのは検査だけじゃあり

ません。体が悪い時は、幼稚園や学

校に行くことが出来ませんでした。

みんなは幼稚園や学校で遊んだり、

勉強したりしているのにどうして私

は病院で1人で寝ていないといけない

の？と寂しくなることもありまし

た。しかし、私には友達がいまし

た。病院にお見舞いに来てくれた

り、学校での出来事を教えてくれた

り、勉強を教えてくれる友達がいま

した。友達とおしゃべりしている間

は、そんな寂しい気持ちはどこかへ

いっていました。だから私は、友達

をたくさんつくりました。友達とお

しゃべりしたり、遊んだりしている

と病気のことも忘れてしまいます。

つらいときは、友達がいてくれるだ

けで本当に元気になれました。逆に

友達がつらい時は私が楽しい話をし

たりしてお互い元気付けました。大

きくなって働きだした今でも友達に

は元気や勇気をもらいます。だか

ら、皆さんもそんな友達をたくさん

つくってください。 

 今、私が元気で働くことが出来て

いるのは友達だけでなく、家族や幼

稚園・学校の先生、病院のお医者さ

んや看護師さん、その他たくさんの

人達の協力があったからです。私は

毎日、そのたくさんの人達に感謝し

ながら、生活しています。そして私

のことを元気付けてくれた病院で働

く人達のように今度は私が病気でつ

らい思いをしている人達の少しでも

役に立ちたい！と思って病院で働こ

うと決めたのです。小さい時はまさ

か私がお世話になった母子センター

で働くことになるとは思ってもいま

せんでした。検査技師になった今

は、患者の立場だった小さい時の経

験や感じたことを生かして働くこと

が出来ればいいなと思っています。

今は、まだ働き始めたばかりで分か

らないことがたくさんあり、先輩方

に助けていただいてばかりですが、

早く一人前になれるようにがんばっ

ていこうと思います。そして、早く

皆さんのお役に立てるようにこれか

らも今まで以上に努力していきたい

です。 

 皆さんも病気や私に負けないくら

いがんばってください。そして皆さ

んが早く元気になっていろいろな場

面で活躍出来ることを願っていま

す。 
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募集中 
 がんばり屋さんの

コーナーでは、登場し

てくださる方を募集し

ています。母子医療セ

ンターで治療を受け、

現在各方面で頑張って

いる方をご紹介くださ

い。自薦・他薦は問い

ません。 

 詳しいことは、母子

医療センター企画調査

室までお問い合わせく

ださい。 

 

TEL：0725-56-1220 

（内線3241） 

E-mail：kikakusi 

@mch.pref.osaka.jp 



リニアック棟の建設工事を始めました。 

工事に関するご質問がございました

ら、最寄りのナースステーションを通

じて、あるいは直接、事務局施設保全

グループまでお寄せください。 

 

（事務局施設保全グループ） 

  

リニアックは、放射線治療に用いる

装置ですが、すでに更新期を迎えてい

ます。当センターでは、今年度中に最

新のものに置き換える予定ですが、現

在使っている装置を停止させないで更

新を行うため、新型装置を設置するた

めの建物を小児棟横に別に作ることに

しました。その工事が5月から本格的

に始まっています。 

工事期間は、来年1月末までの予定

で、その間、工事の騒音と振動をでき

るだけ小さくする努力をしますが、そ

れでもご迷惑をおかけすることがある

かと思います。申し訳ありませんが、

ご協力の程よろしくお願いします。 

先に始めています耐震工事も含め、

地方独立行政法人大阪府立病院機構 

大阪府立 

母子保健総合医療センター 

電話  0725-56-1220㈹ 

Fax  0725-56-5682 

〒594-1101 

大阪府和泉市室堂町840 

 

ホームページもご覧ください。 
http://www.mch.pref.osaka.jp 

センターからのお知らせ 

申込不要です。直接 

会場にお越し下さい。 

母子医療センターでは、府民公開講座を開催します。 


